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要旨   

公園や街路といった公共の空間に設置される道具（ストリートファニチヤ、）は機能を満たすのみでなく，展  

観にマッチした優れたデザインのものが求められるようになった。そこでヲ 県卜如こ豊′爵にある木材，竹材プ 石材  

等の地場素材を活用した案内板やベンチなどのストリー→トファニチャーーのデザイン提案を進めて，地場の産業の  

新たな需要を撫り起こしていく．具体的には市町村のSFに対する取り組みをアンケートで調査し，それをもと  

にSFの代表的アイテムであるベンチを有と竹と木を素材に5篠ii点試作して提案した。  

の材料の使用は避けている。一ノ∴ 木材，竹材夕 石材等  

の素材を生産加工する業界では，需要の減少でそれぞれ  

厳しい状況にあり，こうした屋外製ぷ一に新たな需要開拓  

の可能性があると模索をしているのが現状である。   

そこで，地域件のあるストリートファニチャーの開発  

が地域の産業を潤し，身近な景観をも潤いのあるものに  

するということを広く理解してもらうことを目的に，人  

分の素材である木と竹と石を用いて，SFを代表する道  

具である「ベンチ」と†サイン（案内嬢や標識等）」をデ  

ザイン開発し，新たな産業創出の可能性を探った】  

二． 調査   

封L 調査研究釣内容   

研究内容は大別すると調査とデザイン試作の2段階  

に分かれ，基本的な流れは訂皇g．2のとおりである一   

概略としては∴まず，県下の市町村の担＼上1者に対して  

サイン類に関するアンケー1、調査を行い，設置状況や意  

見を伺ったp その内容から案内板をLト心とするサイン類  

の置かれた状況の概略をつかみブ 次にその調査結果を傾  

証するためプ いくつかの市町村を訪ねヲ 実際に設置され  

ている状況を把握した∴真た，ベンチなどに多用される  

素材である木材や石材の素材供給の状況や加茎二技術につ  

いても調査した．それらのデータを繁乳分析した卜で∫  

具体的な開発コンセプトを立ててアイデア展開を進め，  

ベンチ類とサインを併せて6橿11点を試作してデザイ  

ン提案した。  

仁  はじめに   

直訳すれば「街路の家具」となるストリーートファニチ  

ャーー（以下SFと略す）は，ベンチやごみ箱，案内板や  

標識，照明や遊具など，公園や街路等の屋外に設置され  

る様々な公共の道具を指し，私たちの屋外での生活を便  

利で豊かなものにしてくれている．（F主g．i）  

Fig。艮 別称市内の案内板，竹は樹脂製  

ところが，残念なことにこうした地域の景観を構成す  

る道具類が，地場の素材や地場の技術で作られておらず〉  

外国の素材や製し昇一であったり，擬木や擬竹，擬石いった  

コンクリートや樹脂のものを中心に作られているのが実  

情である。公園施設業等の関係業界でも大分の景観にマ  

ッチする木や竹や石等，地場の素材の良さは理解しなが  

らも，価格が安く，維持管難が容易な素材を多用してお  

りヲ 高い価格に見合うだけの付加価値が付きにくい地場  

肝38一   



か，反対ですか．その理由書〕お聞かせ卜さい。」  

こげ〕質問では約2／′3の担当者が地域の素材を使うこと  

に賛成であるという回答を得た．（㌢’ig．4） しかし，【ゎ  

からない」という回答が約＝近くあり，コメントから  

【景観や地域の特性を表現することを考えれば良いとは  

思うがぅ コストや維持管理面を考えたときにどちらとも  

いえない．」という内容のものもあり 担当者の複雑な思  

いがわかる．つまり，地域の素材を使うことは  

、周囲の環境になじむ   

一地域の特色が出せる   

親しみやすい，新鮮味がある   

等から賛成ではあるが，実際には，   

－コストや維持管理面の関越がある   

耐久性に不安を感じる   

という理由から設置担、1う者としては清用を敬遠して  

いるというのが芙情である．  

F呈g。2 研究のフローーチャーー ト   

∴ サ／てノンき∋に■ついてのアンノノ・■・卜㌫郡雷   

県卜刀パ川丁村がストリートファニチャーーーの 一つであ  

る案輌友等のサイン類の整備を具体的にはどのように  

進めているかを調べるため，アンケ一肌トを行ったので，  

質問の内容と結果をそれぞれに記す．  

質問＝・‥「貴市町村では案内板や道しるべ等のサイン  

類を独白に整備していますか．整備している場合は具体  

的な内容も記入して1、▲さい．」  

回答はF呈g。3のように整備の終えた市町村とこれから  

整備を進める市町村が半々である．整備の内容は観光案  

内板が中心でヲ 代表的な観光施設への遺案レ＼げ）他，公衆  

トイレの標識等も含まれておりタ サインといっても多様  

な受け取り方をしているようで，繁備の状況は市町村毎  

に大きく異なる。  

地域の素材を使うことについて  

田楽成である（25：〉  

汽反対である（1う  

こlどちらでもない（13）  

町㌢考 土田或の素材を使うことへの賛否  

く質問3＞地域の素材を括ノ喝する場合フ どんな素材が  

貴市町村にはふさわしいですか．  

回答はぎ 木材が♪番多く ，イr利‘，竹材の順となった．  

地域の景観に馴染む材料として木材への期待は人きいと  

感じられる。（「jg．5）  サ′√ンの整備状況  

ふさわしい素材について  

9已。 胃整備した（て9）  

蔭整備途中である（5）  

□まだ整涌L．ていないく！5）  誓文ノ材ほ3）  

短石材（9）  

口竹凝（4）  

n一ヒの他（ト・バルブ）  

13㌔   

㌢1ig。3 市町村のサインの整備状況   

質問2…「永，竹－，石等ゾ）地域に席する材料でサイン  

瞥を整備することについてどう思われ宝すか。賛成です  
亙丁主g。5  サイン等にふさわしい地域の素材について   
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2。4 素爾む如。∑技術欝調餐   

素材加1▲業び）状況と製L㌔2「の流れを把握するた藻′J〉 イ：‘才づ  

と木材び〕苛係企三宝を調査見学Lた．√ヰづは採イニ沃㌃ r7シー  

＝臥そして㌧製品が活かされた町並みまでを調査∴た  

ノこ分（三∴【二け十む2 青野石さ 別府石， 烏釣針－ノタ】  

椚を竃 し∴三池湯：′りイ最が冬．他にあり才 芸拉［三上こ、7きこ郡丁技  

術面でも恵まれてい㌃∵持にタ ロ杵，大分方面には判頑  

溶法服＝ノじ♪こ′／こ」ムと、．ノ、われるノリく付与三H∴仁ー種で」即断ニチ妄づ二 快心  

rr即或釣j；摘ま素材として浩用されてい′ミ〕  

のでぅ 臼杵市内の仁社を中心に調漉し／フ‘∴  

単こ訂ナと以「の通りである  

笥 紫蘇輝石流紋岩という〃武宮荊げ凍巧り ｛とし／、ヒ   

軟ヰ 

㊨ 魅力け扱らかさと雨の特ジ）」っとり感で，水分を吸   

うと乾二燥特とは異なった表情を持っ∴鍵のある素刃て   

あ′5心  

⑲  二雄一君でに′豪〝）塀や舗道の敷石〔′）他， 

使われていてク 個肘Ⅰ勺な競観を作／つ－7ノいるn（盲ig、ツj  

㍗；S㌣設貰の現地調萱   

Sド設置び〕状況を調べるた琉）近年〉 サインやベンチ  

など肌ストリーートファニチャーれを牽備した出番町やと津  

江村等を訪れ 現地調査した 山容町では「農業文化公  

園 や 風の郷という新しいレジャー や保養の施  

設へぴ〕道案内のたぎ）の標識を整備Lrごいた）け呈g．6）三て  

に金属や励鷹を素材に′作られており、耐億照∴ 瀬伊性  

ぷ一し∴牒持閂㌍裾1しやすさをポイン ていろこ  

とがわかった  

皇唱。毎 山車町び〕案内板2柊  

ノノニ 林業聴の日出郎前髄吏村や車丹針辛・Jん、√十  ごつユ壕  

〃木材を使ノJたサインや東屋等を少Lずつ整備してし  

る」軒付は吏に林業振興が村の産業腐興亡7j中心となる雄  

域だけにぅサイン∴観光案内板′展瞥缶7ノウ1ノドデッ∴ヤ  

丸尾等プ 木／紆は公共≠摘採綽J多くに 

げ唱エフ）木を屋外て使うノウハウが蓄積されて二王；り、  

設牒H‥≦分に掟他げ）素材を怯／」たりぷ 木轟を殖常圧ぺ汗鋸 

したりしノておシリちi∴邦吉ま雨露に引こ〔。か′＼∴て一うに庇を付  

巨≦gフ r一雄掃ト「適頼井川み   

た∴ヤ勘や宰豆乳／‡  ノ′一   L7〕   

販売せ牒遵」／、 

SI「ン）真／∃づj－L  

㌻1Eき享  二建江村案内嬢  

蟻溌＋萎摘紆増澤鵠点                    卜＝）ノノ  
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ていろ応用芸術⊥科人？出佐′掛優先ノニ巨を交えてう  

サイン棉討を†ト〕7こ。し邑は．i6） アドバイスLていたた  

＼たことをまと～〆）ると次び〕うj至りである、   

は根最由㌦ボルト穴が橘「「〕ぴ〕  

ているプ）で♪ 裏面かごjゾ〕同定－て∋  

る等見えカい三二大をした‥ 、ノ、  

¢システムベンチ及び木と右宜ベンチは結合部二鉄板を  

畑＼こ一おり？そ1r）村道にモルタルを怯っているが，施丁  

に手間がかかり リサイクルが難しノいヅ）で，ボルト締め  

竿の㌻業純なデザインに変える必要′がある。  

各イと▲緑は建材としゝr（ソ）規格＼上浜を考えた設計にしてコス  

トを抑える必繋がある′、ET二，ノけとイ「ルベンチ等は中央  

土：7う津）イ」の穴を貫通させてテ ニノ）つのユニットのみで  丁  

F  特性釣 ／）で一学）る1うと盈凱童のある石ご；1∴／  Eささ〉ト㌔が裾                   、ネ＼  

ンソ′レに組み合わせたものであろ＜ 竹烏摺擁ぺづ圧丹心  

配があるので，設置軒上∃者手）屋外での使用を避けたい素  

材■であるが。容易に取り替えられる構遷二することで7  

浩司を促Lていきたいと考戊こい7、しT「甘酢分の右の部  

掃はポルで胃定し√：榛※∴′ 縄み二）L′二てや部品分換では  

：れを外しノて竹崩‾を漁り付ける亡 べンチはゆったり腰を  

巨ちせるように5 そLてヲ t／メトは体を寄りかけてさり   

なく休遊できるょう7二亡デサノニ／とし7二‘ √ノン  

バイザーーをお  

F…法iヨ 竹▲とムグ〕ベン、プ  

蟻津5 佐藤先生を交えてデザイン検討  

展開できるヰ〕のにLてはどうか等の意見をいただいた．  

4√  叢とめ   

公共椚道具は不培た多数勃人証瀬音け悠ニ∩ご．多くの  

ろデザインでぁることか湾H∴  

＼ プ 4月2き三日から大分市で㌍催される 仝  

匡都市緑化おお∵たフェアL におい〉rモニター→罷ノさこをし  

て 一′股びり＼、一にも使斉してもらい多様な音昆を聞きていく  

考えである。また関係業界の試作品に対する意見も15  

／とンペパ昆」れた撃とご1【．  

ノ了∴ニ‡れぞれ釣素有づぴ）新た  

今後は牒牒と共に製  

」！し機材■によろストノ、一 トファニテレ1r－「嵩  

うるという碩寵二妻j二例にしノてい資たし㌧  

試作ふの製作で二協力いただい た  

とする冬素材グ｝作、業〔7〕皆  

上そけ十／メ、い  
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